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研究成果の概要（和文）： 

 本研究の目的は，心理統計担当教員間で共有できるテスト問題の項目データベースの開
発を行うことであった。具体的な成果は，(1) これまでの研究成果（基盤研究(C)課題番号：
17530478）を発展させ改良を加えた，心理統計テスト項目データベースの開発，(2) デー
タベースのユーザビリティについて，全国の心理統計の講義を担当する大学教員を対象に
した試験的運用，基礎データの収集を計画した，といったことをあげることができる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The purpose of this study is to develop a test item database for statistics education for 
psychology students. The main results of this study are: (1) we improved the design of 
the previous version of the database and added many new test items to it, (2) we 
gathered data on the usability of the database from university faculty who teach 
statistics to psychology majors. 
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１．研究開始当初の背景 

 心理学における統計教育については，学会

等でシンポジウム・セミナーが開催され啓発

活動が行われてきた（e.g., 堀,2001; 吉田

ら,2001; 吉田,2002）。また，学会誌におい

ても統計的方法や研究法についての誤解・誤

用に対する警鐘が鳴らされている（e.g., 南

風原,1995 鋤柄,2002）。しかし，このテーマ

について実証的な研究はほとんど行われてい

なかった。 

 そこで，本研究組織では，調査・指導法開

発・評価を3つの柱とする実証的研究を行った

（基盤研究(C)課題番号：17530478）。その研

究成果として，授業担当教員間で共有するこ

とを念頭に置いた心理統計テストの項目デー

タベースの試作版を開発した(以下「旧版」と

  )゙。この旧版の特徴として，①出題形式

は客観式に限定，②出題分野，出題形式，正

答率を条件に検索可能，③インターネット上

でアクセスができる，などが挙げられる。 

 しかし，旧版は,収録項目数, データベース

上に載せる各問題項目の統計的性質を示す情

報の妥当性, ユーザーインターフェイスなど

多くの点で課題を残すものであった。そこで，

本研究では，旧版の課題を克服し，実用化に

向けて仕様を変更した改良版の開発を行うこ

ととした。 

 

２．研究の目的 

 心理学の研究において統計的手法の果たし

ている役割と，心理学を専攻する学生の多く

が統計学に対して苦手意識を持っているとい

う現実を考えると，心理統計教育を り い

ものにしていくことは重要かつ切実な課題で

ある。心理統計教育を効果的に行うためには，

学生の理解状況を的確に測定したり，学習内

容の理解を促進させたりする うな，良質な

問題を多数用意できることが望ましい。しか

し，現状ではそれに応える市販教材は尐ない。

また，各教員が個人で問題項目を蓄積してい

こうとしても，量や質の面において限界があ

る。 

 以上の うな現状を まえ，本研究では，

旧版を改良した，心理統計担当教員間で共有

できるテスト問題の項目データベースの開発

を行うことを目的とする。これまでの研究成

果（基盤研究(C)課題番号：17530478）を発展

させ，本格的な運用が可能な状態までシステ

ムを熟成させる。このデータベースが実用化

されると，まず，教員の問題作成の負担が軽

減されることが期待される。さらに，各問題

項目が多くの教員の目に触れて吟味されるこ

とで，質の向上をもたらすという効果も期待

できる。 

 

３．研究の方法 

 本研究は，以下の3つのステップを踏まえて

研究を遂行することとした。 

(1) データベースの仕様についての再検

討：旧版の問題点を点検し，それらを克服す

る新たなデータベースの仕様について検討を

行う。 

(2) Webベースのデータベースの構築：イン

ターネット上にデータベースサーバを公開す

ることで，アカウントを有していれば，どこ

からでもアクセス可能となるシステムを構築

する。 

(3) データベースのユーザビリティに関す

る整備：心理統計教育に携わる大学教員に，

データベースを実際に利用してもらい，利用

者からのフィードバックを収集し，データベ

ースの改良を行う。 

 
４．研究成果 
(1) データベースの仕様についての再検討 

 旧版では，とりあえず多数の項目を１カ所

に集めて，それらを分野別に閲覧できる う

にすること，そして，それらの項目について



 

 

難易度（正答率）等の統計的性質を明らかに

することを目指していた。そのため，収録す

る項目の出題形式は正誤判断や多肢選択など

の客観式に限定して，データベースには各項

目の出題分野のほか，統計情報のフィールド

をもたせていた。しかし,山田・杉澤・村井・

栗田(2006)の調査で, データベース収録項目

の中には正答率などの統計的指標に集団依存

性が強いものが含まれていることが示され

た。そこて ,゙統計的な項目特性値を含めるこ

との是非について検討を行った結果,限定的

な集団のデータに基づいた統計指標は検索に

は使用しないこととした。 

 また，項目の検索機能については，出題形

式(正誤判断,多肢選択), 出題分野・テーマ,

正答率の3つのキーの組合せで行う簡素なも

ので，目的に応じた項目を探し出しにくいも

のであった。 

 そこで，仕様を大幅に見直し，利用者にと

って使いやすく，かつ，継続的に利用する動

機づけを高めて多くの項目を収集しやすくす

るための工夫を検討した。その結果，出題形

式は限定せず，各項目の統計的特性値の導入

をやめ，その代わりに利用者が各項目につい

て自由にコメントを書き込める機能や問題文

の全文検索機能を追加することとした。また，

従来，管理者のみに限定していた新規項目の

追加を，一般の利用者も項目追加フォームか

ら実行できる うにして，さらに，アカウン

ト機能を強化し，各種履歴等を利用者が確認

できる うにすることとした。 

 

(2) Webベースのデータベースの構築 

データベースの仕様 

 本データベースは開発当初から一貫して，

インターネット上で公開することを想定した

Webベースのデータベースとして作成されて

いる。これに って，標準的なWebブラウザが

インストールされ，インターネットに接続で

きる端末であれば，特別なソフトウェアをイ

ンストールすることなしに最新状態のデータ

ベースを利用することが可能となる。 

 Webサーバとデータベースサーバをそれぞ

れ別個の機器上に構築し,Webサーバはインタ

ーネット上に公開, データベースサーバは 

Webサーバからのみアクセスできるローカル 

なネットワーク上に置く。データベース利用

者は各自のコンピュータ上でWebブラウザを

使ってWebサーバ上のフォームから項目の検

索を行い,検索結果や実際の問題はブラウザ

上に表示されるという3層クライアントサー

バシステムを採用している。 

 各サーバはいずれもオープンソースのソフ 

トウェアで構成され,WebサーバにはApache, 

データベースサーバには Tritton(MySQLを 

全文検索エンジンのSennaが利用できる う

に改変したもの)を採用し,Webサーバからデ

ータベースへの接続や結果の出力にはPHP の

スクリプトを用いる。 

 

データベースの利用の流れ 

 データベースのサイトにアクセスすると，

まずログイン画面でユーザ名とパスワードの

入力が要求される（図1）。 

 

図1：ログイン画面 

 



 

 

ログイン後は項目検索画面へと進む。現在の

バージョンでは， 

1. 出題分野（12カテゴリ:研究法,テ ー゙タ,1 

変数の記述統計,2 変数の記述統計,確率,母

集団と標本,検定総論,t検定,カイ2 乗検定,

分散分析,その他の検定,多変量解析） 

2. 出題形式（正誤判断，多肢選択，短答，論

述） 

3. 問題文（全文検索） 

の3つのキーを組み合わせて項目を検索する

（図2）。 

 

図2：項目検索画面 

 

検索結果には，各問題につけられたタイトル，

問題本文の一部や当該項目の詳細へのリンク

等を一覧表にしたものが表示される（図3）。 

 

図3：検索結果の表示 

 

各項目のリンク先では，問題文や解答，お 

び解説ファイルへのリンクのほか，その項目

につけられたコメントの一覧が表示され，そ

のページから新たにコメントを書き込むこと

もできる。 

 旧版ではデータベースへの項目の追加は, 

データベース管理者のみが行える うになっ

ていたものを,各利用者が追加用フォームを

使ってブラウザ上で新規問題項目をデータベ

ースに追加できる うにした。 

 項目の客観的な統計指標をなくした代わり 

に,問題作成者やデータベース利用者が各問

題項目に対して自由にコメントをつけられる

 うにした。これに って作題意図を明確化

したり,問題の修正意見を出しやすくしたり

するなど,利用する問題の選択やブラッシュ

アップに資するものと期待できる。 

 項目追加フォームからは，出題分野等を選

択し，タイトルを入力した上で，ローカルに

保存された問題文や解説等のファイルをアッ

プロードできる うになっている。 

 ユーザ管理ページでは，アカウント情報の

変更ができるほか，自分がこれまで閲覧した

項目や，アップロードした項目等の履歴が表

示される。 

 

(3) データベースのユーザビリティに関す

る整備 

 本データベースは企画当初から心理統計の 

教員コミュニティにおいて互助的にコンテン 

ツ面の充実をはかることを目指している。し

たがって,この試みが軌道に乗るためには,安 

定・継続的な問題項目の収集と精錬が行われ

ることが不可欠であり, り使いやすく魅力

的なデータベースにするための更なる改良を

続けていく必要がある。 

 本研究組織の先行研究（基盤研究(C)課題番

号：17530478）で実施した心理統計教育に関



 

 

する調査の協力者となった大学教員を中心に,

アカウントの配布とデータベースのユーザビ

リティ等のアンケート調査を実施することと

した。試用依頼に承諾した教員を対象として

アカウントを配布し，小規模な試験的運用を

実施する予定である。本研究の実施期間中に，

アンケート調査結果をまとめることはできな

かったが，今後もこの試験的運用に伴って，

実際の利用者からデータベースのユーザビリ

ティや収録項目などに関する意見を収集しな

がら，今後も改良を続けていく予定である。 
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